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　財政の健全化

　定員管理･給与の適正化、事務効率化

　その他

平成19年度
行政改革推進状況をお知らせします
市では、行政改革大綱および集中改革プラン（平成17年度～21年度）を
策定し、市民のニーズや社会情勢の変化に柔軟かつ弾力的に対応できるよ
う行政改革を進めています。

　市民サービスの向上
◇意見公募手続（パブリックコメント手続）の実施
　⇒ 実施案件：①花木鳥選定
　　　　　　　②男女共同参画計画
　　　　　　　③地域福祉計画
◇市民懇談会の開催（9月）
　⇒  50人の市民が参加し、12の意見提言をもとに意

見交換し、住民参加のまちづくりの一助にした

◇入札結果の公表
　⇒ ホームページ上での入札結果の公表を行い、建設コ
ンサルタントの業務委託を一般競争入札にて実施

◇経常経費の削減
　⇒ 平成20年度予算編成において、平成17年度予算対

比で11.7%削減（561,955千円→496,479千円）
◇補助金の整理合理化
　⇒ 平成20年度予算編成において、平成17年度予算

対比で4.5%削減（508,451千円→485,537千円）
◇茨城租税債権管理機構の活用
　⇒移管件数20件のうち6,422千円収入
◇新たな財源確保
　⇒ 市広報誌へ民間事業所等の広告を掲載することで、
広告料収入を確保（83枠／年間88枠：830千円）

◇定員適正化計画を推進（年度当初比）
　⇒ 平成19年度514人→平成20年度504人（最終
目標、平成２６年度487人）

◇人材の育成
⇒目標による管理を取り入れた人事評価制度の構築

　⇒ 人事評価研修、情報管理研修など職場外研修として
752人参加、そのほか派遣研修として茨城県自治
研修所などへ延べ69人派遣

◇時差出勤制度の活用
　⇒ 職員の健康保持、時間外勤務の軽減を目的として、通

常の勤務時間外に主に市民を対象とする業務に活用
◇事務事業評価の試行
　⇒全部署において係ごとに試行的に評価を開始

行
政

改
革

　市民との協働推進
◇電子自治体の構築
　⇒簡易な申請手続を可能とするシステムの導入
◇諸証明自動交付機の活用促進
⇒役所全体での受付件数に対して、自動交付機発行分
の占める割合（H18年度→H19年度）

　　・住民票の写し：14.4％→19.2％（＋4.8）
　　・印鑑登録証明書：38.4％→45.8％（＋7.4）
◇図書システムの充実
　⇒ 本館（あじさい館内）と分館（千代田公民館内）のシス
テム統合

◇市役所などへの「お客さまアンケート」
　⇒ 市民の視点に立った課題の発見や職員の意識改革を
図り、サービス向上や業務改善に活かす目的で設置
を計画（H20.4月末に市施設５ヶ所に設置）

◇民間委託の推進
　（１）指定管理者制度の導入
⇒H20.4から市内３施設（かすみがうら市水族館・生
産物直売所・活性化センター生産物直売所）におい
て指定管理者制度導入

　（２）長期継続契約の活用
　⇒ システム関連や複写機の賃貸借契約など、新たに
28件を単年度契約ではなく３～６年の長期継続契
約に変更

◇庁舎から発生する資源ごみの有効利用推進
　⇒ 印刷物の抑制による資源ごみの発生軽減と再利用サ
イクルの徹底
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。
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０
０
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０
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収
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収
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５
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。

　

 

※
年
金
収
入
額
と
は
、
遺
族
年
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な
ど
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非
課
税
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を
除
く
老
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基
礎
年
金
な
ど
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受
給
額
を
い
い

ま
す
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※
平
成
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年
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降
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保
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す
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◆茨城県産米と他県産米の品質比較

茨城 新潟 栃木 千葉 長野 福島

粒厚 1.9mm
未満の粒の
重量割合 (%)

9.5 5.8 6.5 8.3 5.5 4.5

粒の重さ
（千粒重ｇ） 20.1 21.5 20.7 20.6 21.8 22.0

（平成 19年産コシヒカリ）

　

１
・
８
５
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
網
目
で

調
整
す
る
こ
と
で
、

粒
ぞ
ろ
い
が
良
く
な

り
整せ

い
り
ゅ
う
ぶ
あ
い

粒
歩
合
が
向
上

し
て
、
品
質
の
高
い
米
に
仕
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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コ
シ
ヒ
カ
リ
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高
品
質
生
産
の
た

め
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 

５
月
５
日
以
降
の
田
植
え
↓
浸
種

は
４
月
に
入
っ
て
か
ら
！

② 

「
適
期
」「
適
切
」
の
中
干
し
に

よ
る
茎
数
管
理
↓
コ
シ
ヒ
カ
リ
な

ど
の
中
生
品
種
は
田
植
え
後
35
日

を
目
安
に
水
を
抜
く
！
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出
穂
後
の
適
正
な
水
管
理
↓
コ

シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
中
生
品
種
は
出
穂

期
か
ら
30
日
後
ま
で
間
断
か
ん
水
実

施
！
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成
熟
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を
見
極
め
て
適
正
収
穫
、
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分
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５
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リ
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ー
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作
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15
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保
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耕
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、
た
い
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・
土
壌

改
良
剤
の
施
用

問
県
南
地
方
総
合
事
務
所
農
業
課

　

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
８
５
２
２

　

茨
城
県
産
米
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ib
a
ra

ki.jp
/b
u
kyo
ku
/n
o
u
rin
/n
o
s

a
n
/ko
m
e

防災訓練を実施します　　

航空自衛隊百里救難隊
茨城県防災航空隊　のヘリが参加

第１常陸野公園から救出・搬送のため緊急離陸
（写真は平成 14 年の千代田町防災訓練）

９/２８（日）
◆日　時　9月 28日（日）
　　　　　午前8時半～午後0時半
◆場　所　第１常陸野公園
※ 駐車場は、千代田公民館をご利用く
ださい。駐車場からは、災害時を想
定した避難訓練として、徒歩でご来
場ください。

◆内　容
　・消防団による放水訓練
　・一般参加者によるバケツリレー訓練
　・電話・電力復旧訓練
　・倒壊建物救出訓練
　・多数傷病者事故対応訓練
　・自衛隊による装備品展示（予定）

訓練当日は、午前 8時半の訓練開始のサイレン
をはじめ、消防車や救急車のサイレン、ヘリコ
プターの飛行音などが発生しますので、ご了承
をお願いします。

問総務課
☎内線 1523

　本市においても大きな被害が予
想される首都圏直下型地震などに
対し、地域住民や関係機関との相
互協力体制を図るため、市総合防
災訓練を実施します。住民の皆さ
んのご来場をお待ちしています。

市の行政改革への取組状況などについては、ホーム
ページで随時更新していきますのでご覧ください。

市行政改革 ＨＰ http://www.city.kasumigau
ra.ibaraki.jp/kikakuka/gyoukakutop.htm
問総務課行政改革推進室　☎内線1527
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９
月
か
ら
11
月
の
３
カ
月
間「
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
特
別
巡
回
」を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
巡
回
は
、
農
地

の
荒
廃
・
乱
開
発
を
防
い
で
優
良
農

地
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
調
査
の
重
点
事
項

①
転
用
許
可
後
の
進
行
状
況
調
査

②
無
断
転
用
の
発
見
と
防
止

③
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

問
農
業
委
員
会
事
務
局
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道
路
や
歩
道
へ
の

倒
木
、
枝
の
張
り
出

し
に
よ
り
、
通
行
の

障
害
に
な
っ
て
い
る

箇
所
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
に
起

因
し
て
、
車
両
や
歩

行
者
に
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
当

該
樹
木
の
所
有
者
の

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
状
態
が
見
ら
れ
る
土
地
の
所
有
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

① 

道
路
・
歩
道
へ
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る
。

② 

枯
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
る
通
行
障
害
が
あ
る
、
ま

た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
。

③ 

竹
林
の
繁は

ん
も茂
に
よ
る
通
行
障
害
が
あ
る
、
ま
た
は
そ

の
恐
れ
が
あ
る
。

　

な
お
、
今
後
と
も
普
段
の
管
理
は
も
と
よ
り
、
強
風

や
大
雨
の
後
に
は
、
特
に
注
意
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
願

い
ま
す
。

ー
作
業
時
の
注
意
事
項
ー

① 

電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作
業
は
、
危
険
を
伴

う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
最
寄
り
の
東
京

電
力
㈱
ま
た
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
、
立
会
の
も
と
で

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

② 

作
業
に
あ
た
り
、
通
行
車
両
、
自
転
車
お
よ
び
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
、
樹
木
か
ら
の
転
落
防
止
な
ど
に

十
分
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

問
・
茨
城
県
土
浦
土
木
事
務
所
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・
市
道
路
管
理
課　

☎
内
線
２
６
１
２

道路へ張り出した樹木の枝払いをお願いします

ー事故などの際、所有者・占有者の責任が問われますー

　

10
月
１
日（
水
）か
ら
駐
在
所
の
電

話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
下
大
津
駐
在
所
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◆
志
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�
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�

海区漁業調整委員会って？
　水面を総合的に利用し、漁業生
産力を発展させ、あわせて漁業の
民主化を図ることを目的として都
道府県に設置された行政委員会の
ことです。 
　漁業権の免許、指示権、入漁権
などの裁定や漁場計画の作成など
の権限を持っています。

　

毎
年
、
申
請
に
基
づ
い
て
９
月
１

日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま

す
。
現
在
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
登
載
申
請
書
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
登
載
申
請
書
に

記
入
し
、
９
月
５
日
ま
で
に
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
で
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
９
月
５

日
ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
資
格
者
＝

・ 

市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
を

有
す
る
人
で
あ
っ
て
、
年
間
90
日

以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営

み
、
ま
た
は
こ
れ
に
従
事
す
る
人
、

も
し
く
は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船

を
使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物
の

採
捕
、
も
し
く
は
養
殖
に
従
事
す

る
人（
法
人
を
含
む
。）

・ 

知
事
の
権
限
に
よ
っ
て
前
項
の
該

当
者
の
範
囲
を
拡
張
さ
せ
ら
れ
た

人
。

・ 

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
ま

霞
�
浦
北
浦
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
�
登
録
申
請
�
�
願
�
�
�
�

た
は
漁
業
協
同
組
合
も
し
く
は
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
の
役
員
で
あ

り
、
そ
の
委
員
ま
た
は
役
員
に
就

任
後
、
前
項
の
２
つ
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
た
め
、
選
挙
権
を
失
っ

た
人
。（
こ
の
場
合
に
該
当
す
る

人
は
委
員
ま
た
は
役
員
の
任
期
中

お
よ
び
退
任
後
最
初
に
行
わ
れ
る

選
挙
に
限
る
。）

◆
申
請
の
現
在
日
＝
９
月
１
日（
月
）

◆
申
請
期
間
＝
９
月
１
日（
月
）〜
９

月
５
日（
金
）ま
で

◆
申
請
先
＝
総
務
課（
千
代
田
庁
舎
）

ま
た
は
霞
ヶ
浦
庁
舎
総
務
課

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
千
代
田
庁
舎
総
務
課
内
）

　

☎
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線
１
５
２
２･

１
５
２
３

ご長寿お祝い申し上げます
長寿の節目を迎えられた高齢者の方を祝福し
記念品および敬老祝金を給付しています

◆対象者

年齢（数え年） 対象者の生年月日 給付内容

　 77歳   　　 昭和5.9.18　～　昭和6.9.15 生まれ 祝金   7,000円

　88歳   　　  大正 8.9.18　～　大正9.9.15 生まれ 祝金15,000円

　99歳 　  　 明治 41.9.18  ～ 　明治 42.9.15 生まれ 祝金25,000円

　 100歳 　  　 明治 40.9.18  ～ 　明治 41.9.15 生まれ 祝金30,000円

　 101歳以上  　 明治 40.9.17以前   生まれ 祝　品

　平成 20年 8月 1日現在で、当市に 3カ月以上住所（住民票の住所）があり、上記の生年月日 [前

年の敬老の日（平成 19年 9月 17日）の次の日から、今年の敬老の日（平成 20年 9月 15日）まで

に達する生年月日 ]に該当する方。

　ただし、平成 20年 8月 2日以降当市に住所がなくなった場合は、給付の対象になりません。
◆給付方法　職員が９月中に直接訪問します。

問長寿福祉課　☎内線 1179・1180

　

市
の
窓
口
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
更

新
作
業
の
た
め
、次
の
日
に
お
い
て
、

一
部
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
９
月
22
日（
月
）
１
日
間

　

電
子
証
明
書
の
住
基
カ
ー
ド
へ
の

埋
め
込
み
、
失
効
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
、
電

子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
・
初

期
化
・
ロ
ッ
ク
解
除
な
ど
は
通
常
ど

お
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
10
月
２
日（
木
）
１
日
間

　

利
用
で
き
な
い
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
付
記
転
出
、
付
記
転
入
届

・ 

広
域
交
付
住
民
票（
通
常
の
住
民

票
は
発
行
で
き
ま
す
。）

・ 

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
と
廃
止
、
一

時
停
止
な
ど

・ 

電
子
証
明
書
の
住
基
カ
ー
ド
へ
の

埋
め
込
み
、
失
効
な
ど

詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
千
代
田
庁
舎
市
民
窓
口
課

　

☎
内
線
１
１
３
３

窓
口
業
務
�
一
部
停
止

�
�
知
�
�

◆
日
時
＝
10
月
３
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
半

◆
会
場
＝
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

　

土
浦
市
城
北
町
２
‐
24　
　
　

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦

　

求
人
・
事
業
所
部
門

　

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
５
１
２
４

障
害
者
就
職
面
接
会

�
前
期
��
開
催

◆
日
時
＝
10
月
３
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
会
場
＝
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１

◆
対
象
＝
20
歳
以
上
の
一
般
県
民

先
着
30
人（
子
連
れ
不
可
）

◆
料
金
＝
３
，
０
０
０
円（
会
食
代
）

◆
申
込
方
法
＝
９
月
10
日（
水
）ま
で

に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
希
望
の
旨
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

職
業
、
地
産
地
消
に
関
わ
る
意
見
や

質
問
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
９
（
４
５
）
８
３
２
１

　

FAX

０
２
９
９
（
４
５
）
８
３
５
０

�
�
�
�
食
�
農
�
交

流
�
�
�
�
�
�
開
催

「いばらきKids Club」カードを協賛店舗で提示す
ると、料金割引や粗品進呈などのサービスが受け
られます。
［対象］妊娠中の方や 18 歳未満の子どものいる家
庭（一家庭につき一枚、子どもと別居中でも対象にな
る場合がありますのでお問い合わせください。）

障
害
者
就
職
面
接
会

障
害
者
就
職
面
接
会

「いばらきKids Club」カードを提示
して優待を受けよう！

［配布］まだカードの交付を受けていな
い妊娠中の方や在宅のお子さんのいる
ご家庭は、市の子ども福祉課窓口、霞ヶ
浦庁舎市民窓口課、中央出張所、宍倉出張所
で配布しますので、お越しください。（妊娠中の方は、
母子手帳を持参ください。）
［協賛店舗］県子ども家庭課ホームページ参照
ＨＰ http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/jifuku/
問子ども福祉課　☎内線 1173
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２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）
７
月

24
日
ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送

（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）は
終
了
し
ま

す
。
そ
れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で

は
テ
レ
ビ
放
送（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
、
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

① 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

ビ
に
買
い
換
え
る

② 

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買

い
足
す

③ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

　

①
、
②
の
場
合
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ

ナ
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
じ
期
日
に
終

了
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

　

 

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　

☎
０
３
（
４
３
３
４
）
１
１
１
１

・
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

　

 

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
お
問
い
合
わ

せ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
０
１
）
２
０
１
１

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完

全
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
共
同

受
信
施
設
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
方
を
対
象
に
、
希
望
に

応
じ
て
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

◆
日
時
＝
随
時（
申
請
に
基
づ
き
調
整
） 

◆ 

内
容
＝
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
概
要
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
中
継
局
の
設
置
予
定
、
共
同
受
信
施
設
の
対
応 

◆ 

講
師
＝
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
、
放
送
事
業
者
、

日
本
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
技
術
協
会 

◆ 

対
象
者
＝
次
の
各
共
聴
施
設
の
所
有
者
と
管
理
者
な

ど 

・ 

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
、
ビ
ル

共
聴
施
設 

・ 

ビ
ル
影
な
ど
の
都
市
受
信
障
害
共
聴
施
設

申
込
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

問
企
画
課
情
報
政
策
室　

内
線
☎
１
２
１
０ 

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

所
有
者
・
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ

　

 
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　

☎
０
４
５
（
３
４
５
）
４
０
８
０

　

 

ど
ち
ら
も
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
（
土
日
祝
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（社）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会

　

Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w
w
w
.d
p
a.o
r.jp

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
20
年

10
月
１
日（
水
）現
在
で「
平
成
20
年
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
�
土
地
統
計
調
査

10
�
�
全
国
一
斉
�

　

茨
城
県
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
１
日
に

使
用
し
た
交
通
機
関
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
人
の
１
日
の
移
動

を
把
握
し
、
暮
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
交
通
に
関
す
る
調
査「
東
京
都
市

東
京
都
市
圏
�
�
�
�
�

�
�
�
調
査
�
�
協
力
�

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、「
い
じ
め
」や「
児
童
虐
待
」

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
を

実
施
し
、
悩
み
を
持
っ
た
お
子
さ
ま

や
保
護
者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

◆
主
催
＝
水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

◆
期
間
＝
９
月
８
日（
月
）〜
14
日

（
日
）

◆
時
間
＝
午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

◆
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

※
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）が
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

相
談
�
�
受
�
�
�
�

�
子
�
�
�
人
権
�
�
�
番
�

　

今
年
の
自
動
車
税
は
、
す
で
に
納
税

し
て
い
ま
す
か
？
ま
だ
、
納
税
し
て
い

な
い
場
合
、
県
税
事
務
所
ま
た
は
お
近

く
の
金
融
機
関
で
納
税
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
と

　
　

⇦

●
督
促
状
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

　
　

⇦

●
そ
れ
で
も
納
税
し
な
い
と

　
　

⇦

● 

滞
納
処
分
と
し
て
、
預
貯
金
や
給

与
、
生
命
保
険
、
自
動
車
の
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
差
押
え
が
な
さ

れ
ま
す

問
土
浦
県
税
事
務
所　

収
税
第
２
課

　

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
７
２
０
８

自
動
車
税

納
税
�
�
済
�
�
�
�
�

　

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
方
か
ら
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
状
況
を
お
聞

き
し
、
債
務
整
理
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
必
要
に
応
じ
法
律
の
専
門
家

へ
の
引
継
ぎ
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、お
電
話
く
だ
さ
い
。

財
務
省　

関
東
財
務
局　

水
戸
財
務

事
務
所　

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
３
１
９
０

　

 （
平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
零
時

15
分
、午
後
１
時
〜
午
後
４
時
半
）

多
重
債
務
相
談
窓
口
�

�
案
内

電
話

応
答

�

�
�
�

�

◉
防
災
情
報〔
火
災
情
報
・
気
象
警
報
〕

◉
行
政
情
報〔　

  　
　
　

〕

の
提
供
を
24
時
間

　
　
　
　

行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
携
帯
電
話
で
の
利
用
も
可
能
で
す
。）

まずは指定番号
029-898-3671

つづいて“Χ”
ボタン

防災情報は“１”
行政情報は“２”

注）通話料金は、利用者負担になります。
　　火災情報は、霞ヶ浦地区のみの情報となります。
　　お悔やみ・ゴミの収集・バス巡回の放送は行なっていません。

問霞ヶ浦庁舎総務課　☎内線 2205

イ
ベ
ン
ト
・
健
診
・

そ
の
他
お
知
ら
せ

市の情報

　

こ
の
調
査
は
、
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区

町
村
が
住
生
活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ

く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る
た
め
の

重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
私

た
ち
の
住
生
活
の
向
上
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
９

月
下
旬
に
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
お

宅
に
、
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

お
伺
い
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
後

日
、
調
査
員
が
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
霞
ヶ
浦
庁
舎
総
務
課

　

☎
内
線
２
２
０
７
・
２
２
０
８

圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」を
実

施
し
ま
す
。
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
ご
家
庭
に
は
調
査
票
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
茨
城
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
４
５
７
９

　

 Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ib
a
ra

ki.jp
/b
u
kyo
ku
/d
o
b
o
ku
/0
1

c
la
ss/c

la
ss0
9
/

◆
利
用
時
間
＝
24
時
間（
管
理
人
は
、

午
前
６
時
〜
９
時
、
午
後
６
時
〜
９

時
）

◆
申
込
方
法
＝「
市
自
転
車
駐
車
場

利
用
登
録
申
請
書
」・
ま
た
は「
市
自

動
車
駐
車
場
利
用
登
録
申
請
書
」を

記
入
し
、
直
接
申
込
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

◆
申
込
窓
口

・ 

都
市
整
備
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

　

☎
内
線
２
６
０
３
〜
２
６
０
５

・ 

千
代
田
庁
舎
市
民
窓
口
課

　

☎
内
線
１
１
３
２
〜
１
１
３
４

・ 

中
央
出
張
所

　

☎
０
２
９
（
８
３
１
）
６
３
９
９

市
営
駐
輪
�
駐
車
場
�

定
期
利
用
者
募
集8月 4日現在の募集台数

駐輪場　83台分（2,200円 /月・台）
駐車場  12台分（5,500円 /月･台）

常
時
募
集
中

西口 P
P

家具屋

食 堂駐車場

駐輪場

東口

神立駅

地デジ受信の準備はお済ですか？
ー 2011 年に地上アナログ放送が終了しますー

⬅⬅
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◆入学願書の受付期間と試験日
・推薦入学（各学科）と研究科の一般入学

　10月 2日（木）～ 17日（金）
　【試験日】10月 27日（月）

・一般入学《前期》（各学科）

　12月 17日（水）～平成 21年 1月 16日（金）
　【試験日】平成 21年 1月 30日（金）

・一般入学《後期》（各学科）

　平成 21年 2月 9日（月）～ 27日（金）
　【試験日】平成 21年 3月 6日（金）

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
高
校
等

卒
業
者（
卒
業
見
込
者
含
）を
対
象
に

農
業
部（
農
学
科
・
畜
産
学
科
）50
人
、

園
芸
部（
園
芸
学
科
）30
人
、
ま
た
、

茨
城
県
立
農
業
大
学
校

�
�
�
�
�

学
生
募
集

　

県
で
は
、
茨
城
県
内
で
近
く
農
業
を

始
め
る
方
や
農
業
を
始
め
て
間
も
な

い
方
を
対
象
に
、
農
業
技
術
の
基
礎
を

体
系
的
に
学
べ
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

◆
研
修
内
容
＝
定
年
帰
農
者
支
援
研

修（
野
菜
入
門
コ
ー
ス
）

�
茨
城
営
農
塾
�

�
�
�

 

受
講
者
募
集

　

学
校
・
病
院
・
工
場
・
事
業
所
な

ど
多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
す

る
建
物
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
令
に

よ
り
防
火
管
理
者
を
置
く
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
防
火
管
理
の
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
講
習
日
＝
10
月
９
日（
木
）･

10
日

（
金
）の
２
日
間

◆
場
所
＝
千
代
田
公
民
館

◆
受
付
開
始
日
＝
９
月
19
日（
金
）

◆
申
込
方
法
＝
西
消
防
署
ま
た
は
東

消
防
署
へ
受
講
料
と
認
印
を
持
参
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
数
＝
60
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

◆
受
講
料
＝
５
千
円

問
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
９
９
（
５
９
）
５
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
資
格
取

得
講
習
受
講
生
募
集

☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆

　

講
座
は
、「
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
」を
テ
ー
マ
に
、
精
神
保

健
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
支
援
の

方
法
を
学
び
ま
す
。

　

知
識
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

家
族
、
支
援
す
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
な
ど
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

精
神
保
健
�
�
�
�
�

�
講
座
受
講
生
募
集

期　日 内　容 時間・場所

10月 8日（水）
講義： 「ひきこもり」の概要、相談窓

口、行政の施策　など
講師： 県精神保健福祉センター
　　　土浦保健所

午後 2時～ 3時
あじさい館
会議室 3 ･ 4

10月15日（水）
講義： 「医師の立場からひきこもり

とは何か」など
講師：内田薫氏（湯原病院医師）

午後 3時～ 4時
あじさい館
会議室 3 ･ 4

10月29日（水）
講義： 「カウンセラーの立場から」「社

会的ひきこもりとは何か」など
講師： 浅井和幸氏
　　　（浅井心理相談室カウンセラー）

午後 2時～ 3時
あじさい館
会議室 3 ･ 4

◆
募
集
人
数
＝
15
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◆
参
加
費
＝
無
料

◆
応
募
締
切
日
＝
９
月
26
日（
金
）

問
・ 

か
す
み
が
う
ら
市
社
会
福
祉
協

議
会　

千
代
田
支
所

　

☎
０
２
９
９
（
５
９
）
５
５
０
９

　

・
市
社
会
福
祉
課

　

☎
内
線
１
１
６
１

　

県
で
は
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る

方
に
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
行
う「
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
就
職
の
あ
っ
せ

ん
、
就
職
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、

内
職
の
あ
っ
せ
ん
、求
職
者
の
興
味
・

関
心
・
志
向
な
ど
の
診
断
、
就
職
に

関
す
る
悩
み
相
談
な
ど

※
事
業
主
の
方
に
は
、
求
人
の
受
け

付
け
も
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
時
間
＝
平
日
の
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

◆
開
設
場
所
＝
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー（
土

浦
合
同
庁
舎
３
階
）

・
就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・
内
職
相
談

　

☎
０
２
９
（
８
２
５
）
３
４
１
０

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
適
職
診
断

�
�
�
�
就
職
支
援
�

�
�
�
�
�
案
内

短
期
大
学
な
ど
の
卒
業
者（
卒
業
見

込
者
含
）を
対
象
に
、
研
究
科
10
人

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

※
大
学
へ
の
編
入
学
の
受
験
資
格
も

得
ら
れ
ま
す
。

申
問
県
立
農
業
大
学
校

　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
０
０
１
０

　

県
で
は
、
育
児
な
ど
の
た
め
に
離
職

し
た
女
性
の
再
就
職
の
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
＝
県
内
に
居
住
す
る
女
性

で
、
利
用
資
格
を
満
た
す
方

◆
助
成
額
＝
再
就
職
の
た
め
の
職
業

訓
練
受
講
費
用
の
２
分
の
１
の
額
を
、

10
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

※
受
講
で
き
る
職
業
訓
練
は
、
県
で
指

定
し
た
講
座
の
み
と
な
り
ま
す
。

子
育
�
�
�
�
再
就
職
�

支
援
�
�
�
�
�

　

☎
０
２
９
（
８
２
５
）
２
８
２
２

第 27回　IBARAKI
ウォークフェスティバル

10/11
（土）

◆時　間　午前8時半　筑波庁舎駐車場集合
◆コース　 りんりんロード⇒普門寺⇒平沢

官衙遺跡⇒北条商店街
◆参加費　無料
◆ 申込方法　10月 5日（日）までに、電話、
FAX、はがきでご応募ください。はがき・
FAXには、住所、氏名（フリガナ）、年齢、
電話番号を明記し郵送してください。
　※先着250人
申 問茨城県自然歩道利用促進協議会事務局
茨城県生活環境部環境政策課
〒310-8555　水戸市笠原町978-6
☎ 029-301-2946　FAX 029-301-2949
ＨＰ http://www.pref.ibaraki.jp/kankyo

受
講
終
了
後
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

職
業
紹
介
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ
り
、

再
就
職
決
定
ま
で
支
援
し
ま
す
。

問
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
６
４
５

　

 「
子
育
て
マ
マ
再
就
職
支
援
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

　

 Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ib
a
ra

ki.jp
/b
u
kyo
ku
/s
yo
u
ko
u
/r

o
se
i/m
a
m
a
/in
d
e
x.h
tm
l

◆
対
象
者
＝
農
産
物
を
販
売
し
収
入

を
得
よ
う
と
す
る
概
ね
65
歳
ま
で
の

方（
定
員
40
人
を
超
え
た
場
合
は
選

考
）

◆
期
間
＝
９
月
24
日（
水
）〜
12
月
20

日（
土
）の
、
原
則
、
平
日
の
夜
間
と

土
曜
日
の
日
中
に
開
講

◆
場
所
＝
茨
城
県
立
農
業
大
学
校

（
茨
城
町
長
岡
４
０
７
０
‐
１
８
６
）

◆
受
講
料
＝
無
料（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
受
講
者
負
担
）

◆
申
込
方
法
＝
９
月
４
日（
木
）ま
で

に
土
浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー〔
土

浦
合
同
庁
舎
内
☎
０
２
９
（
８
２
２
）

７
２
５
３
〕を
経
由
し
て
農
業
大
学
校

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
茨
城
県
立
農
業
大
学
校 

研
修
科

　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
０
０
１
０

　

 Ｈ
Ｐ
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ttp
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w
w
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a
n
o
d
a
i.

　

百
里
基
地
で
は
、
自
衛
隊
記
念
日

行
事
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
度

航
空
観
閲
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
や
事
前
飛
行
訓
練
中
は
、
騒

音
な
ど
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
開
催
日
＝
10
月
19
日（
日
）

◆
場
所
＝
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

※
観
閲
式
当
日
は
招
待
者
以
外
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

問
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
渉
外
室

　

☎
０
２
９
９
（
５
２
）
１
３
３
１

航
空
観
閲
式
�
�
理
解

�
�
願
�
�
�
�

高校３年生のみなさんへ
求めています。若い力を！

防衛大学校学生
将来、各自衛隊の幹部自衛官となる者は（パイロット要
員含む）、広い視野を持ち、科学的な思考力を養い、豊
かな人間性を培うことが必要です。創造力と活力に富
む優れた自衛隊のリーダーになるため、知育以外に、
徳育と体育を重視して学びます。

防衛医科大学校学生
将来、医師である幹部自衛官となり、医師としての知
識や技能のほかに、生命の尊厳への理解やあらゆる任
務を遂行できる強靱な体力を養ってゆきます。医師で
ありかつ幹部自衛官としての重責を担ってゆける資質
を備えた人材を求めます。

看護学生
陸上自衛隊において看護業務に携わる自衛官となり、
看護師免許取得後は、全国の自衛隊病院や衛生部隊で
勤務し、実務経験を積んでいきます。

自衛隊茨城地方協力本部　土浦地域事務所
☎ 029-821-6986

ＨＰ http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/
かすみがうら市　総務課　☎内線 1523

自 衛 官
募 集

a
c
.jp

有料広告欄 有料広告欄


